元治元年上海派遣官船｢健順丸｣に関し石渡博士提供の史料 by 武藤 長蔵
資
料
元
治
元
年
上
海
派
遣
官
船
「
健
順
丸
」
に
關
し
石
渡
博
士
提
供
の
史
料
武
藤
長
藏
元
治
元
年
上
海
派
遣
官
賠
「
健
順
九
」
に
就
て
本
年
報
第
五
年
第
二
冊
資
料
個
所
我
新
村
博
士
解
題
『
元
治
元
年
に
於
け
る
基
盤
の
上
海
視
察
記
』
及
び
拙
稿
『
文
久
二
年
の
官
賠
第
一
次
上
海
派
遣
と
文
久
三
年
－
元
治
元
年
の
第
二
次
上
海
振
道
に
関
す
る
史
料
に
就
て
』
並
に
本
年
報
第
六
年
第
一
冊
所
載
拙
稿
『
元
治
元
年
上
海
派
遣
官
船
「
健
順
九
」
に
隣
す
る
長
崎
側
の
史
料
』
等
二
冊
に
亙
り
て
史
料
を
掲
げ
解
説
す
る
所
が
あ
っ
た
。
然
る
庭
、
右
新
村
博
士
及
び
私
の
提
供
し
た
史
料
並
に
其
解
読
を
讃
ま
れ
た
石
渡
博
士
は
苗
に
以
下
掲
ぐ
る
如
き
私
信
を
私
に
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
て
此
研
究
の
史
的
重
要
は
一
層
明
白
と
な
わ
ヽ
又
新
村
博
士
及
び
私
の
提
供
し
た
史
粁
中
改
訂
増
補
す
べ
き
個
庭
を
示
さ
れ
た
の
は
戚
謝
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
う
、
私
共
は
夏
に
自
ら
考
讃
研
究
す
べ
元
舘
元
年
上
海
拡
遣
甘
舶
「
促
順
丸
」
に
m
L
石
掟
博
士
捉
供
の
史
料
一
三
一
商
業
主
経
許
き
も
の
あ
る
を
思
ふ
も
の
で
あ
る
が
、
兎
も
角
私
は
石
波
博
士
の
忍
に
宛
て
ら
れ
た
私
信
を
践
に
一
公
表
す
る
事
を
御
殿
し
て
世
の
研
究
家
に
も
示
し
、
他
日
精
細
な
る
研
究
の
現
は
る
、
を
ま
ち
た
い
さ
忠
ム
。
石
波
博
士
が
混
に
錦
鶏
問
減
侯
食
族
院
議
員
で
あ
る
事
は
、
私
が
滋
に
申
す
ま
で
も
な
〈
世
人
の
知
る
底
で
あ
る
が
、
聞
く
庭
に
よ
れ
ば
、
石
渡
家
は
宮
幕
臣
で
、
代
々
一
将
軍
家
の
御
舵
手
を
勤
め
、
石
渡
博
士
の
先
代
栄
次
郎
氏
は
少
壮
士
山
を
立
て
冶
長
崎
に
遊
び
、
関
人
に
就
て
航
海
術
を
卒
び
、
勝
安
房
伯
の
知
遇
を
得
て
ザ
円
一
本
府
海
軍
の
要
職
に
就
い
た
人
で
あ
る
ご
の
事
で
、
英
他
本
問
題
さ
の
関
係
に
就
て
は
石
波
博
士
の
文
中
に
切
で
あ
る
o
石
渡
博
士
の
私
信
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
先
般
『
一
克
治
元
年
上
海
汲
退
官
加
「
健
順
九
」
に
関
す
る
長
崎
側
の
史
料
』
御
前
一
山
奥
誠
に
難
有
御
膿
に
及
侯
か
k
h
る
御
厚
意
に
制
到
し
出
来
る
丈
け
材
料
な
り
意
見
を
申
上
ぐ
る
を
本
則
ご
す
る
ご
御
窓
奥
の
史
料
中
に
あ
る
山
口
錫
次
郎
氏
は
小
生
父
の
友
人
(
版
印
縦
一
時
現
白
押
齢
制
)
に
し
て
小
生
も
若
き
時
種
々
世
話
に
な
り
た
る
関
係
あ
り
且
つ
此
上
海
行
に
就
て
は
皮
々
閲
さ
れ
た
る
諸
に
有
之
侯
故
「
史
料
」
を
結
く
三
同
時
に
新
村
博
士
の
『
一
克
治
元
年
に
於
け
る
幕
吏
の
上
海
視
察
記
』
見
皮
相
成
り
同
博
士
出
京
の
際
偶
然
出
合
税
容
認
の
無
心
を
巾
候
庖
心
よ
〈
承
諾
致
し
央
れ
其
後
視
察
記
に
接
し
興
味
を
深
〈
し
故
人
に
謝
し
て
も
此
上
海
行
に
就
て
は
材
料
を
提
供
す
る
な
b
意
見
を
述
ぷ
る
な
り
致
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
義
理
合
ご
亮
へ
其
や
此
や
で
御
躍
の
申
逃
後
れ
ざ
な
り
た
る
段
は
幾
重
に
も
御
容
謝
に
奥
b
皮
侠
。
此
一
行
中
小
生
之
直
接
知
る
人
は
山
口
氏
の
み
に
伎
其
泣
放
は
目
下
東
京
住
居
な
る
ぞ
以
て
問
合
せ
候
所
十
二
年
の
東
京
大
震
災
に
因
り
家
政
の
書
類
は
全
部
焼
失
山
口
錫
次
郎
氏
の
墓
に
彫
b
付
け
た
る
略
歴
丈
け
ご
な
b
た
b
さ
の
返
事
ゐ
り
俄
に
人
を
走
ら
せ
之
ケ
お
し
取
ら
せ
た
る
も
の
別
紙
の
略
歴
に
候
(
駒
山
町
剛
志
)
小
生
は
止
な
含
得
、
宇
品
川
越
の
略
辰
之
記
憶
に
存
す
る
同
氏
の
直
認
さ
上
海
波
容
記
の
記
事
を
奉
照
し
一
克
治
元
年
に
於
け
る
「
従
順
九
」
の
上
海
行
に
閲
す
る
忠
見
を
申
述
ぶ
れ
ば
、
第
一
般
名
は
俗
版
九
に
し
て
佑
須
九
に
あ
ら
や
J
ど
存
様
第
二
俄
順
九
上
海
行
の
使
命
は
(
一
)
外
図
貿
易
。
(
一
ご
隠
れ
た
る
使
命
印
ち
生
努
事
件
の
後
始
末
に
就
き
上
海
滞
在
の
英
図
官
官
邸
さ
の
交
渉
。
(
三
)
航
海
術
上
よ
り
見
た
る
冒
険
事
件
、
仙
川
は
西
洋
形
風
机
机
畑
英
衆
口
貝
は
全
部
日
本
人
然
も
其
航
路
は
日
本
人
未
知
の
海
洋
な
る
か
ι
以
て
或
人
評
し
て
我
日
本
の
交
迩
史
上
特
書
す
ぺ
き
大
事
業
ご
申
伎
同
成
に
侠
さ
相
成
り
か
¥
ふ
る
結
果
を
得
る
迄
の
行
道
は
却
て
新
村
博
士
に
宛
て
た
る
方
可
然
か
ご
存
滋
に
は
省
略
致
す
事
ご
し
た
る
次
第
に
候
。
俗
順
九
上
海
行
の
長
崎
側
の
史
料
御
後
見
の
御
遊
カ
に
就
て
は
深
く
謝
意
な
表
し
山
内
ほ
森
山
家
等
の
墓
碑
銘
家
政
誌
記
等
に
御
留
立
被
下
伎
は
い
何
か
後
見
の
手
段
に
相
成
か
ご
老
婆
心
な
が
ら
中
添
候
。
一
冗
泊
元
年
上
出
一
以
訟
官
制
〔
従
恨
丸
」
に
郎
し
石
拡
符
士
提
供
の
止
料
一一
一
商
業
さ
短
波
一
三
四
先
は
従
順
九
に
関
す
る
長
崎
側
の
史
料
御
窓
輿
の
御
漉
迄
如
此
候
敬
具
。
二
白
何
年
前
な
り
し
か
山
口
気
直
氏
は
東
京
商
般
的
学
校
に
於
て
慕
府
海
洋
談
を
匁
し
た
る
事
あ
り
其
筆
記
同
校
々
友
合
雑
誌
に
掲
載
せ
ら
れ
あ
る
こ
ご
を
記
憶
致
し
居
候
問
合
せ
の
上
又
々
御
報
申
上
皮
さ
存
候
。
挙
直
居
士
姓
山
口
容
務
錫
次
郎
幕
府
巨
也
安
政
季
問
君
以
台
命
赴
長
崎
就
蘭
人
葛
天
零
喜
氏
修
航
海
底
T
途
忽
海
軍
探
練
所
殺
授
粂
効
文
久
年
間
迩
結
局
軍
鋭
奉
行
支
配
組
頭
次
席
画
館
方
調
役
駕
細
川
畑
俗
順
九
渡
航
上
海
従
事
北
山
海
産
物
之
貿
易
蓋
退
命
山
由
抑
邦
人
以
楓
航
行
異
域
不
一
営
以
之
忽
詰
矢
耳
至
其
積
裁
産
物
別
賞
ゑ
中
奥
之
位
始
・
突
蛍
此
時
品
等
援
之
論
如
沸
人
心
淘
々
君
特
以
一
・
一
見
人
之
身
欲
托
事
於
販
路
質
験
以
使
疏
遜
彼
我
之
事
情
其
辛
苦
可
相
也
爾
・
米
治
桑
一
波
文
物
革
新
明
治
四
年
迄
電
信
事
業
之
開
設
君
谷
川
電
信
建
築
及
製
機
科
長
投
師
銃
而
致
仕
鳴
呼
君
之
於
職
務
前
後
三
十
四
年
間
勤
勉
如
一
日
若
夫
性
行
則
無
白
有
知
者
今
記
其
経
歴
梁
姿
以
勤
千
石
一
宮
爾
。
明
治
四
十
四
年
入
月
建
之
712 
友
オー之
移~
澄
府
識
右
に
引
用
し
た
石
渡
博
士
の
書
翰
中
石
渡
博
士
が
第
一
に
指
摘
さ
れ
た
如
〈
、
般
名
は
健
版
九
で
、
健
須
九
で
な
い
、
さ
の
設
に
就
て
、
先
づ
以
下
攻
究
し
て
見
皮
ぃ
。
『
元
治
元
年
に
於
る
慕
支
の
上
海
視
察
記
』
…
の
「
絡
一
一
一
一
口
」
中
に
新
村
博
士
は
「
飽
須
九
」
ぎ
記
さ
れ
た
撲
に
印
則
さ
れ
て
居
る
一
l
商
業
ご
経
、
傍
」
第
五
年
第
二
冊
資
料
欄
第
百
二
十
六
頁
多
照
)
叉
税
察
記
の
本
文
に
も
、
「
文
久
発
亥
十
月
崎
陽
拝
唐
図
上
海
行
ノ
命
ヲ
奉
γ
-
7
、:・
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
:
:
:箱
館
所
属
官
結
健
須
九
来
:
:
:
j
i
-
-
:
:
元
治
元
年
二
丹
九
日
兵
庫
脱
税
ス
」
さ
印
刷
さ
れ
て
あ
る
o
(
長
崎
高
商
研
究
館
年
報
「
商
業
ご
統
済
」
第
五
年
第
二
冊
資
料
樹
第
百
二
十
七
百
八
会
照
。
)
し
か
し
、
新
村
博
士
の
寓
さ
れ
た
「
慕
実
の
上
海
親
察
記
」
中
に
も
二
月
九
日
の
部
に
「
風
順
帆
飽
キ
九
時
淡
洲
由
良
ノ
海
峡
ニ
到
y
」
一
玄
々
ご
あ
り
、
叉
四
月
九
日
の
部
に
「
順
風
順
潮
一
時
相
入
旦
ヲ
走
Y
」
な
る
文
句
も
あ
り
、
こ
の
般
名
が
「
健
須
九
」
で
は
な
く
「
健
順
九
」
で
あ
っ
た
ご
思
ふ
。
又
往
昔
長
崎
に
入
、
津
の
唐
般
に
は
「
順
風
相
没
」
な
る
文
句
を
書
い
た
旗
が
高
く
競
っ
て
居
っ
た
様
に
長
崎
大
和
屋
板
の
錦
絵
に
も
出
て
居
る
。
兎
も
角
「
順
風
相
活
」
な
る
文
句
の
中
の
順
の
字
を
般
名
に
入
れ
た
も
の
さ
解
す
る
の
も
一
つ
の
見
方
で
あ
る
。
唐
加
で
は
な
い
が
支
那
思
想
の
影
響
は
認
め
る
事
が
出
来
る
。
そ
れ
か
ら
私
が
長
崎
で
後
見
し
た
一
克
治
元
年
上
海
仮
定
官
般
に
関
す
る
長
崎
側
の
史
料
に
就
て
、
私
が
大
正
十
四
年
十
二
月
後
行
の
研
究
館
年
報
第
六
年
第
一
冊
に
掲
げ
た
拙
稿
に
は
、
標
題
は
『
一
克
治
一
元
年
上
海
波
遣
官
般
「
健
一
ル
九
」
に
関
す
る
長
崎
側
の
史
料
』
ご
印
刷
さ
れ
て
居
る
が
、
私
の
書
い
た
序
文
一
久
私
の
後
見
し
た
志
一
苅
治
元
年
上
海
抵
詑
官
加
「
健
限
丸
」
に
闘
し
石
渡
博
士
提
供
の
史
料
一
三
玉
商
業
さ
経
泊
一
三
大
賀
文
庫
中
の
史
料
に
は
、
「
健
順
九
」
さ
何
回
も
書
い
て
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
が
正
し
か
っ
た
も
の
さ
信
子
る
。
勝
伯
の
海
軍
歴
史
第
九
冊
容
之
二
十
三
所
載
「
加
譜
」
中
「
政
府
洋
製
諸
般
」
な
る
表
中
第
三
番
目
に
見2
7
1
一
号
比
一
F
I
一
凡
日
4
f
『
同
日
，
守
一
E
M
4
4
.
一
市
内
引
万
一
点
川
一
ア
ル
テ
ヤ
一
バ
ル
グ
一
木
[
一
i
:
;
:
関
ヨ
H
-
b
u
v
M凶
-
E
口
-
F
h
J
-
m
w
訓
1
2
e
-
Z
E
三
百
七
十
一
一
八
一
米
図
一
造
年
一
泣
地
一
受
取
年
月
一
受
取
地
名
一
個
一
一
胤
一
千
入
百
五
一
フ
ヱ
l
v
一
攻
防
畑
笠
岡
館
一
に
き
一
千
7
1ス
一
十
大
年
一
へ
I
ウ
一
〆
一
一
一
一
シ
三
年
九
月
一
主
健
限
丸
ご
ゐ
る
。
印
ち
般
名
は
健
順
九
で
あ
る
事
は
明
で
あ
る
、
又
こ
の
般
の
原
名
「
ァ
Y
-
プ
ヤ
」
は
k
巴
宮
町
ご
綴
b
星
の
名
と
包
了
γ
採
っ
た
も
の
ご
忠
ふ
。
〉
]
宮
町
な
る
般
名
は
他
に
実
例
が
あ
る
印
-Ld
後
年
の
般
で
こ
の
般
ご
は
会
〈
思
一
般
で
あ
っ
て
た
い
般
名
ケ
〉
]
宮
町
さ
呼
ぶ
般
が
現
に
巴
o豆、
ω
H
w
o
m
E
R
H
u
qー
ら
に
も
載
っ
て
居
る
こ
れ
は
一
つ
の
例
で
あ
る
。
か
〈
星
名
と
g
一
プ
ゲ
-
何
故
健
順
九
マ
」
遜
名
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
健
は
「
天
行
健
」
な
る
熟
語
も
あ
る
事
を
忠
へ
ば
意
味
あ
る
様
に
も
考
へ
る
。
次
に
こ
の
勝
伯
の
海
軍
史
に
加
名
の
外
に
般
形
は
gszo
胞
質
は
木
、
原
所
有
主
名
ま
で
明
詮
し
で
あ
る
の
は
史
料
ざ
し
て
有
力
で
あ
る
。
こ
の
表
に
は
文
久
二
年
の
第
一
次
上
海
波
遣
般
千
滋
九
の
事
も
第
四
呑
自
に
加
っ
て
居
る
。
原
名
は
ア
Y
ミ
ラ
ア
ス
印
ち
〉
5
一
訟
の
の
で
船
形
は
健
順
九
ε同
じ
く
バ
Y
ク
印
も
げ
ど
.ρ5
崎
教
は
勝
伯
海
軍
史
に
は
三
百
五
十
八
唄
ご
あ
る
が
、
m
-
z
o
g
B
P一E
の
著
述
に
は
い
∞
u
Zロ
ω
ぜ
あ
る
。
次
に
石
渡
博
士
が
第
二
の
意
見
ご
し
て
俗
順
九
上
海
行
使
命
に
就
て
、
指
摘
さ
れ
た
事
項
伝
其
健
全
部
承
認
す
ぺ
き
や
否
や
は
他
日
の
研
究
に
議
b
、
滋
に
は
た
い
石
渡
博
士
の
説
会
掲
げ
て
置
く
に
止
め
た
い
。
生
祭
事
件
に
就
て
は
特
に
調
査
研
究
な
要
す
る
ご
忠
ふ
。
〈
附
記
〉
文
久
二
年
り
止
要
事
件
に
就
て
は
、
突
入
側
の
者
池
島
芸
考
す
ち
事
も
有
銭
で
あ
る
o
依
て
私
は
吋
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岳
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〉
】
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o
n
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同
・
の
・
出
-
u
ロ
・
の
-
F
V
H
g
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吋
opancHM回
己
ロ
ロ
門
H
E
H
H
Z
R
E
Q
H
E
υ
ロ門
H
T
H】包
ξ
と
a
p
H
L
R
h
r
H
E
H
一o
〈
c-
口
中
宋
引
に
pp己
2
0向
]
Y
門
戸
同
町
宮
己
8
ロ
さ
わ
る
部
分
其
他
妻
昭
…
す
べ
き
部
分
わ
る
平
た
誌
に
附
記
し
て
置
く
。
最
後
に
石
渡
博
士
が
飽
版
九
乗
組
員
の
筆
頭
た
り
し
軍
艦
奉
行
支
配
組
頭
次
席
箱
館
奉
行
支
配
調
役
並
山
口
錫
次
郎
氏
の
墓
碑
に
刻
ま
れ
た
る
氏
の
略
歴
な
お
し
て
私
に
報
性
ら
れ
た
の
は
最
も
戚
謝
す
べ
き
で
あ
る
。
官
民
陥
側
に
は
従
順
九
乗
組
員
の
次
席
で
あ
っ
た
、
外
国
奉
行
支
配
調
役
格
通
辞
御
用
頭
取
森
山
多
吉
郎
氏
の
墓
が
砂
田
地
本
選
寺
に
あ
る
が
、
そ
の
基
に
は
正
面
に
森
山
市
一
品
直
之
墓
ご
ゐ
b
。
横
倒
に
、
時
心
院
茶
山
日
勇
居
士
文
政
三
年
庚
辰
六
月
朔
日
生
明
治
四
年
辛
未
三
月
十
五
日
放
五
十
二
歳
ご
刻
ま
れ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
ご
、
古
賀
十
二
郎
君
は
私
に
告
げ
た
。
尤
も
森
山
氏
は
長
崎
に
て
残
し
た
の
で
キ
」
叫
、
ふ
、
。
t
T
し
元
泊
元
年
上
海
抵
泣
官
加
「
従
順
丸
」
に
闘
し
石
披
博
士
提
供
の
史
料
一
三
七
〔
附
記
〉
〈
遁
記
〉
商
業
主
経
済
一
三
八
文
久
二
年
第
一
次
上
海
漉
詮
官
畑
千
歳
丸
に
就
て
、
本
研
究
館
年
報
『
商
業
さ
経
済
』
第
二
加
所
説
故
川
島
設
投
稿
『
悶
間
以
後
最
初
の
上
海
貿
易
』
口
、
同
設
授
が
大
正
十
一
年
十
二
月
十
日
夜
宇
長
崎
底
寺
の
一
昨
/
で
あ
九
聖
洞
寺
昨
の
寓
居
に
永
眠
さ
れ
れ
後
、
約
三
年
有
牛
島
経
て
同
致
授
の
令
弟
浦
川
亀
太
郎
氏
が
令
兄
の
泣
志
に
慕
告
、
実
遺
稿
た
認
め
大
正
十
五
年
五
月
出
版
さ
れ
士
『
南
図
史
話
』
中
第
七
『
円
祝
初
に
試
み
大
上
海
貿
易
』
さ
改
題
の
下
に
収
録
さ
れ
て
居
4
0
事
お
忍
は
乍
序
誌
に
附
記
し
て
置
き
れ
い
。
〈
昭
和
二
年
九
月
二
十
二
日
稿
了
〉
本
文
に
引
用
し
れ
石
波
博
士
の
報
告
に
あ
ろ
山
口
錫
次
郎
氏
翠
碑
中
「
若
天
零
害
」
さ
め
る
は
、
同
皇
自
身
宮
氏
の
事
で
あ
ろ
。
同
氏
は
安
政
四
年
八
月
我
徳
川
幕
府
註
文
の
祈
遊
軍
艦
ヤ
パ
シ
〈
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0
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勺
HPH出
口
〉
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我
図
に
て
成
陥
丸
さ
命
名
す
〉
の
ヨ
シ
マ
ン
グ
シ
ト
ハ
同
0
5
5百円
HPEU
ざ
し
て
我
長
崎
に
入
港
し
、
長
崎
海
軍
侍
習
和
関
投
官
ざ
な
っ
ネ
ト
。
忍
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蔵
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円
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〈
呂
∞
門
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同
∞
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。
・
に
は
同
急
自
身
]
向
。
氏
が
日
本
長
崎
に
海
軍
倖
習
設
官
ざ
し
て
滞
在
中
の
事
が
詳
細
に
鈍
し
て
あ
る
。
同
氏
の
全
姓
名
は
ボ
イ
ス
セ
シ
・
フ
ア
シ
・
カ
Y
テ
ン
ダ
イ
グ
ハ
ロ
ミ
ョ
g
J
1
2
同
P
2
2々
Z
〉
さ
躍
し
士
。
而
し
て
同
氏
の
前
任
者
ペ
ル
ス
・
ν
イ
ケ
ン
氏
ハ
p
r
見
守
]
向
。
ロ
〉
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並
(
資
格
は
同
品
目
Z
Z
H
L
M
日
門
2
8ご
日
間
。
〉
以
下
士
官
下
士
水
夫
火
夫
等
二
十
二
人
は
同
弔
問
m
g
J
1
8
同
民
自
身
宮
以
下
新
設
官
者
佳
さ
共
に
解
任
さ
れ
て
時
図
L
R。
又
此
カ
Y
テ
シ
グ
イ
グ
氏
ハ
J18
同
三
押
印
口
々
ru等
印
刷
設
官
者
任
後
幕
府
の
海
軍
停
習
生
二
十
六
名
殺
に
加
り
勝
麟
太
郎
氏
〈
前
記
同
日
ロ
g
身
ro
の
著
書
に
は
間
口
元
F
E
S
S
さ
記
す
、
同
氏
著
書
六
十
六
頁
委
照
〉
等
、
前
よ
リ
留
皐
ぜ
ろ
者
さ
合
ぜ
て
四
十
人
之
に
諸
滞
侍
習
生
も
委
加
し
士
。
侍
習
科
目
毎
週
時
間
等
に
就
て
も
カ
Y
テ
ン
グ
イ
グ
氏
著
書
第
廿
三
瓦
以
下
に
詳
記
し
て
あ
ろ
。
勝
伯
者
海
軍
歴
史
容
之
五
第
六
枚
目
ざ
封
照
す
べ
き
で
あ
ろ
。
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第
四
百
七
十
五
頁
も
委
照
す
ぺ
き
で
あ
ろ
日
本
側
の
文
書
に
記
す
る
も
の
』
外
に
、
早
科
目
り
あ
っ
士
事
与
知
ろ
事
が
出
来
ろ
。
そ
れ
等
に
就
て
今
誌
に
論
及
す
る
必
要
な
き
故
k
y
右
の
一
事
岳
注
意
す
ろ
に
止
め
度
い
。
没
後
に
こ
の
「
若
天
写
害
」
(
岡
弘
円
。
口
々
宮
〉
氏
は
日
本
よ
リ
和
蘭
に
師
っ
て
後
昇
進
し
て
和
閣
の
海
軍
・
大
臣
に
な
っ
六
人
で
あ
ろ
さ
な
は
問
い
て
居
ろ
。
忍
は
本
年
春
宮
長
崎
に
入
港
の
和
国
の
軍
艦
ス
マ
ト
ラ
援
〈
Z
P
E
a
s
J
の
館
長
に
こ
の
同
三
円
。
ロ
と
Z
兵
の
宵
保
守
探
し
て
立
ふ
事
お
侠
潤
し
て
霞
い
士
。
ハ
昭
和
二
年
杭
十
月
九
目
、
長
崎
諏
訪
大
祭
の
夕
、
こ
の
迫
記
お
認
め
、
翌
十
日
北
京
校
行
出
授
の
前
夜
克
に
加
筆
訂
正
す
0
〉
